



































A study of sensitivity to the aesthetic properties and motifs of Claude Monet’s Impression, 
soleil levant (first year junior high school students)
TACHIHARA  Yoshikazu
Abstract
With this thematic material, it is expected that pupils will sense numerous aesthetic properties from the characteristic features 
of the mode of expression, and use them as a guide to divining the painting's motif. A technique of analyzing the rich and diverse 
aesthetic properties of the painting allows aspects of art-appreciation ability to be structuralized. Assuming this to be the case, 
it then becomes possible to develop a logic for effective teaching. In this study involving thematic practice, as a conduit to the 
ultimate goal of sensitivity to motifs, pupils acquired an awareness of the importance of aesthetic properties identified from 
features of the expressive approach. As a special quality of this thematic material, aesthetic properties were structuralized 
through combination, and of 154 pupils, 100 (64.9%) were made aware of contrasting aesthetic properties. The realization that this 
would make sensate grasp of the motif more certain than simple sensitivity to the aesthetic properties means that this theory can 
be utilized in future instruction. 
Key words： aesthetic property（美的特性）
 sensitivity to the subject（主題の感受）
 characteristic features of the mode of expression（表現方法の特徴）
 art-appreciation ability（鑑賞能力）



















































































































































































⑴　 第 1 類型「第一印象で全体的な美的特性を感受
した類型」（154名中44人で28.6％）
	 絵の主題感受者 不感受者 無回答
	 43（97.8％） 0 1
⑵　 第 2 類型「第一印象で部分的な美的特性を感受
した類型」　（154名中64人で41.5％）
	 絵の主題感受者 不感受者 無回答
	 46（71.9％） 14 4
⑶　 第 3 類型「第一印象で美的特性を感受できな
かった類型」　（154名中46人で29.9％）
	 絵の主題感受者 不感受者 無回答
	 25（54.3％） 13 8
絵から美的特性を豊かに感受することは鑑賞能力
の働きによるものだが、その理を明示するかのよう
















































































⑹　 表現方法の特徴から 3 件の美的特性を感受した















⑻　 表現方法の特徴から 2 件の美的特性を感受した










































































⑴　 第 1 類型「表現方法の特徴から 5 件の美的特性
















































































賞能力的に見て劣位にある第 5 類型と第 6 類型に現れ、
とくに後者ではなんと前者の 4 倍に相当する 4 割にも
及ぶ、という低調さを露呈した。ここにも鑑賞能力の
実態がはっきりと反映される結果となる。
まとめ
今回の題材実践研究では、最終的なねらいである主
題感受へとつなぐ太いパイプの役割を果たすものとし
て、表現方法の特徴から感受されるべき美的特性の大
切さが認識された。たとえばフェルメール作『牛乳を
注ぐ女』の鑑賞では、それが希薄であるためこの作品
に対する第一印象と、最終的に感受された主題の内容
との間に質的な変化は、ほとんど見られない。教師の
努力にも拘わらず、上位の鑑賞能力を有する生徒にし
か、主題は感受されないのである。たとえば前者では
「何気ない朝の様子」「女性が神々しく見える」「マイペー
スな感じ」「写真のよう」、後者では「日常の中の美し
さ」「女性が美しく見える瞬間」「平和な日常の大切さ」
「絵の上手さ」などがあげられる。
そうした傾向を示すのは、両者の時間経過的な中間
地点に表現方法の特徴から感得されるべき、多種多様
な美的体験が介在しないからに他ならない。主題の十
全な感受を生徒に達成させるべく、新たな美的特性か
クロード・モネ作『印象・日の出』の鑑賞における、美的特性の感受と主題感受の調査研究（中学 1 年生の場合）
－150－
ら第一印象にフィードバックする。かくて感じ方の共
通項に着目させるとともに、それをもたらす表現方法
の効果に気付かせるなどして、作者の表現意図や心情
を探らせる術もないのである。そのため鑑賞能力が高
いと評価される生徒は、第一印象の段階で無自覚的な
がら、全体的な美的特性としての主題らしきものを、
いきなり把握してしまっている。
さらには第一印象の段階でありながら、美的特性と
して「質素さ」「クリーンな雰囲気」「朝ののんびりした
感じ」「朝の穏やかな風景」が首尾良く感受されながら
も、最終的な主題感受の場面で「生活の一コマ」「朝の
光景」などの名詞句をあげて、単なる非美的特性の把
握に後戻りしてしまっている。こうしたちぐはぐな場
合も実に数多く見られた。
鑑賞能力に不足を来している生徒にあっては、フェ
ルメール作品に関するワークシートの課題「表現方法
の特徴から何が感じ取れるか」「主題として何が感じ取
れるか」への回答として、どうしても形容詞句ではな
く名詞句が並んでしまう。ここ「まとめ」で、本題材
と『牛乳を注ぐ女』の実践と比較することで、鑑賞教
育の題材としての適格性と有効性が明らかとされる。
それは、表現方法の特徴から美的特性が数多く感受さ
れうる、という条件である。
本題材の特質として、美的特性が互いに組み合わさ
れることで構造化され、154人中100名（64.9％）の生
徒に、対比という美的秩序に関する美意識を目覚めさ
せる。その存在は単なる美的特性感受の場合よりも、
主題の感性的把握へと確実に導く。こうしたユニーク
な教育効果が発揮されることが分かったので、この理
論を今後の指導に生かすことができよう。
本題材の場合、美的特性の成り立ちについて言える
のは、美的特性が表現方法の特徴並びに主題をめぐっ
て、ヘルメレンの考える全6類型がすべてここに出揃っ
たことである。美的なものの感受の幅広さにおいて、
実に豊穣な事態がもたらされたのである。絵の主題と
しては感情特性や趣味特性、さらに反応特性が主に感
受され、表現方法の特徴からは形態特性や自然特性が
直観的に把握される傾向が認められた。自然特性や行
為特性は双方で共通に感じ取られる事態が判明した。
※本稿は平成23～25年度科研基盤研究（Ｃ）｢鑑賞教育
指導案の批判的考察と授業モデル（方法論）の構築｣
（課題番号23531151）による成果の一部である。
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